















九大 ･理 松 田 博 嗣
先ず ｢物性論研究｣に載せてみる｡ 出した論文に自信がもてれば,英文にしてプログ





























































文の 亘riority,の問題でしたo priority を主張 し得る雑誌 としての性格を打出して
行くべきかどうかで,研究部員会などでも大部議論があり,結局は今まで通 りの性格の
方がよいと云 うことに落着きました｡しかしそれだからと云って,物研に出た論文を知
っていながら,正式の雑誌の論文ではないからと無視するのは研究者のエチケットとし
て厳に慎 しむべきことでしょう｡
われわれの生活環境は急速に変 りつつあります｡研究環境また然 りです｡現時点では
一見意義が疑われるような研究の中にも,やがては大いに重要なものに結びつき得る研
究もあるでしょう｡ 立場は多様性によって環境の変化に堪えて現在まで生き残る種を残
したとも考えられます｡現在 ｢物性研究｣のように変 り者に開かれた雑誌は物性の分野
には余 りないのではないでしょうか｡どうか読者の財布に大きな負担 とならない程度に
色々な論文,意見が受け入れられる雑誌として生き残ってほしいと思います｡
｢物性研究｣の財政は,機関会員には個人会員より大きい会費を負担 してもらう制度
を碓井さんが導入され,会計の中島さんの努力や印刷所の協力,それに投稿の少なかっ
たせいもあって,一時は黒字の使い道の試みとして懸賞論文などを募集 したこともあり
ました｡しかし最近ではインフレのため,印刷所 との交渉に当っている垣谷 さんや,安
いアルバイト代で校正を引受けている小田垣さんらの努力にもかかわらず,経理情況は
急激に悪化 しつつあります｡このため会員の負担増をお願いすることになるかも知れま
せん｡ 名ばか りとは云え,まだ発行人ですから,どうぞよろしくと申して筆を措きます｡
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